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年に実施。サンプルは 0歳児から小学 1年生までの乳幼児・児童 3,340名。）では、戸外
遊びの平均時間は、① 遊ばない 32.4パーセント、② 1時間未満 16.6パーセント、③ 1
～2時間未満 28.4 パーセント、④ 2～3時間未満 15.6 パーセント、⑤ 3時間以上 4.0％、
⑥ 無回答 2.9 パーセントであった。外で遊ばない子どもの比率が高い。これに対し、室内
遊びの平均時間は、① １時間未満 5.9パーセント、② 1～2時間未満 10.8パーセント、
③ 2～3時間未満 35.0パーセント、④ 3 時間以上 32.9 パーセントで、外遊びの時間に比
べて、室内遊びの時間のほうが圧倒的に多い。時間数では室内遊びが外遊びを圧倒する。 
しかし、平日のテレビゲームの遊び時間については、① 1時間未満 7.1パーセント、② 1
時間位 1.8パーセント、③ 2時間平日 0.3 パーセント、④ 3時間平日 0.0パーセント、⑤ 




















































































  ・１日の使用時間を例えば 30分以内に制限する。 
  ・自宅以外で使用する場合は、その家の方の許可を得てから使用する。  
 ・宿題や分担した家庭の仕事をしてから使用する。 
  ・家族の共有スペースで使用する。 
















































































か。                               （黒沢雄大） 
 
 











 ゼミナールのみんなで、2011 年 4 月 27 日



























 1 回目のフィールドワークを終えたあと、翌週からのゼミで次のような話し合いをした。 












・ 調査したそれぞれの公園は――個性的か？ 画一的か？ 
・ 狭い ・遊具が少ない ・子どもが少ない ・安全性に欠けるところがある！ 
・ 今の公園は楽しくない  ・私たちの子どものころと遊具に違いがある！ 
・ 遊具のない公園は子どもが少ない？  ・ボール遊びに適した公園は少ない！ 
・ 公園でＤＳ（小型ゲーム機、テレビゲーム）をしている！ 
 そこから、以下のような検討課題を考えた。 
・ 公園の活性化（安全性、機能性）！ ・昔の遊びと今の遊びとの違い？ 











した。                               （柴山 恵） 
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２．１．２ 城山公園 
 
・所在地 中野一丁目 44番 
・面積  3,298.60平方メートル 


























・所在地 中野一丁目 31番 
・面積  3,438.55平方メートル 
・施設  バスケットゴール、 
水飲場（車椅子対応）、 
トイレ（車椅子対応） 




















・所在地 中央二丁目 46番 
・面積  539平方メートル 
・施設  木製遊具、砂場、ブランコ、  
鉄棒、トイレ            
・特徴 
少し小さめの公園。公園の形が三角の形をして
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シーソーはなかった。 
   


























な遊具を多く設置することが大切であると考える。       （柴山 恵） 
図２－13 回転式ジャングルジム 

































































の下は砂場になっているので、怪我      図２－17  木製の滑り台と砂場 
をすることなく安全に遊ぶことができ、温かさを感じさせる遊具である 
このように見てみると、広大な面積と多様な施設、そして温か味があり、安全で安心で
























                  （清水 美季） 
                             
 










































































    図２－18 谷戸運動公園の利用案内 

































（2011 年 10 月 11 日、E メ 
図２－20  中野区城山公園の注意事項の掲示        ール）を示しておこう。 
回答によれば、基本的にサッカーや野球等は禁止と表示してあるが、これは試合などが
禁止となっているだけで、子どもたちが一般常識の範囲内で行うパス練習や、キャッチボ







































































































                         
 


































家では愛らしい外観を見るだ    
図３－２ リニューアル後のさんかく公園の図案         けでなく、中でおままごともで
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ように考えました。                   （小林拓郎、堺 杏菜） 
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トの執筆にむけ、精一杯頑張ったのである。            （高津 勝） 
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